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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第１四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 198 △0.1 0 － 0 － △17 － 

30年３月期第１四半期 198 － △26 － △30 － △30 － 
 
（注）包括利益 31年３月期第１四半期 △17 百万円 （－％）   30年３月期第１四半期 △30 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第１四半期 △5.42 － 

30年３月期第１四半期 △9.54 － 

（注）平成30年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成30年３月期第１四半期
の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第１四半期 723 509 70.4 

30年３月期 714 527 73.7 
 
（参考）自己資本 31年３月期第１四半期 509 百万円   30年３月期 527 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

31年３月期 －        

31年３月期（予想）   0.00 － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 522 39.0 △9 － △9 － △12 － △3.91 

通期 1,178 42.0 51 362.4 51 － 39 465.8 12.03 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名） 除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期１Ｑ 3,245,000 株 30年３月期 3,245,000 株 

②  期末自己株式数 31年３月期１Ｑ 224 株 30年３月期 224 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期１Ｑ 3,244,776 株 30年３月期１Ｑ 3,244,776 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

・業績予想の前提条件及びその他関連する事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的

情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益、雇用情勢の改善等に堅調さはあるものの、個人消

費は賃金の伸び悩み等から、力強い回復には至っておりません。一方で、欧州の政治的混乱、トランプ政権の通商

政策を巡る対立、原油価格の上昇等が生じ、今後の世界経済に与える影響が懸念されております。

 当社グループの所属する情報セキュリティ業界では、企業や官公庁等、特定の組織を狙う標的型攻撃が引き続き

発生しており、ウイルス感染やフィッシング詐欺により、インターネットバンキングの認証情報やクレジットカー

ド情報が窃取される攻撃が確認されるなど、業種を問わない広範な企業で情報セキュリティ対策への見直しが迫ら

れており、有効な対策へのニーズがいっそう拡大しつつあります。

 このような環境のもと当社グループは、「我々はセキュリティサービス業である」という原点を意識し、従来か

ら強みとしているログ分析、セキュリティ運用監視に加え、前連結会計年度に設立した情報セキュリティ技術者の

派遣に特化した人材派遣会社「株式会社キャリアヴェイル」から、専門知識を有した情報セキュリティ技術者を顧

客へ派遣することにより、従来のネットワーク型サービスに情報セキュリティ技術者派遣サービスを合わせたハイ

ブリッド型のビジネスモデルを推進してまいりました。

 収支面では、新規顧客の獲得により、セキュリティ運用監視を核としたサービス売上高は順調に増加しました

が、商品売上高が伸び悩む結果となり、売上高は前年同期並みの198,430千円（前年同期比0.1％減）となりまし

た。また、全社的な経費の見直し、人員配置の適正化を行った結果、営業利益は131千円（前年同期は26,772千円

の営業損失）、経常利益は138千円（前年同期は30,626千円の経常損失）となりましたが、データセンター移設に

係る事業所移転費用18,821千円を計上したため、親会社株主に帰属する四半期純損失は17,601千円（前年同期は親

会社株主に帰属する四半期純損失30,946千円）となりました。

 セグメント別の業績は次のとおりであります。

①情報セキュリティ事業 

 当社グループの主力事業である情報セキュリティ事業につきましては、上記のとおり、新規顧客の獲得により、

セキュリティ運用監視を核としたサービス売上高は順調に増加しましたが、商品売上高が伸び悩み、その結果、当

第１四半期連結累計期間における売上高は192,905千円（前年同期比2.8％減）となりました。また、セグメント利

益は、21,970千円（前年同期は3,338千円のセグメント損失）となりました。 

②人材派遣事業 

 人材派遣事業につきましては、計画通りグループ外部への売上を獲得し、適正な利益を確保して派遣したもの

の、派遣人員や教育期間が十分に確保できず、派遣人員の絶対数が伸び悩んだことから、売上高は5,525千円（前

年同期は売上高の計上は無し）、セグメント損失は1,398千円（前年同期は89千円のセグメント損失）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は585,582千円となり、前連結会計年度末に比べ13,279千円の増

加となりました。これは主に、現金及び預金が49,249千円増加したことに対し、売掛金が41,411千円減少したこと

によるものであります。

 固定資産は138,383千円となり、前連結会計年度末に比べ4,298千円減少いたしました。これは主に、無形固定資

産が3,552千円、有形固定資産が2,105千円減少したことによるものであります。

 この結果、資産合計は723,965千円となり、前連結会計年度末に比べ8,981千円増加いたしました。

（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は206,291千円となり、前連結会計年度末に比べ26,614千円増加

いたしました。これは主に、前受金が38,284千円、未払費用が23,161千円増加したことに対し、買掛金が23,379千

円、資産除去債務が12,500千円減少したことによるものであります。

 固定負債は8,024千円となり、前連結会計年度末に比べ増減はありません。

 この結果、負債合計は214,316千円となり、前連結会計年度末に比べ26,614千円増加いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は509,649千円となり、前連結会計年度末に比べ17,633千円減

少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失17,601千円によるものであります。

 この結果、自己資本比率は70.4％（前連結会計年度末は73.7％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成31年３月期の連結業績予測につきましては、平成30年５月14日決算発表時の業績予想を変更しておりませ

ん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 385,585 434,834 

売掛金 143,347 101,936 

原材料及び貯蔵品 1,036 1,036 

前渡金 24,176 29,005 

前払費用 13,363 18,406 

その他 4,792 363 

流動資産合計 572,302 585,582 

固定資産    

有形固定資産 50,160 48,054 

無形固定資産 17,989 14,436 

投資その他の資産 74,531 75,891 

固定資産合計 142,681 138,383 

資産合計 714,984 723,965 

負債の部    

流動負債    

買掛金 35,476 12,097 

未払金 10,655 13,301 

未払費用 21,299 44,460 

未払法人税等 2,518 2,374 

未払消費税等 8,862 7,790 

前受金 74,534 112,819 

預り金 4,044 7,215 

賞与引当金 9,787 6,233 

資産除去債務 12,500 － 

流動負債合計 179,676 206,291 

固定負債    

資産除去債務 8,024 8,024 

固定負債合計 8,024 8,024 

負債合計 187,701 214,316 

純資産の部    

株主資本    

資本金 410,800 410,800 

資本剰余金 107,002 107,002 

利益剰余金 8,270 △9,331 

自己株式 △123 △123 

株主資本合計 525,949 508,348 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,132 1,101 

その他の包括利益累計額合計 1,132 1,101 

新株予約権 200 200 

純資産合計 527,282 509,649 

負債純資産合計 714,984 723,965 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 198,532 198,430 

売上原価 113,579 99,140 

売上総利益 84,952 99,290 

販売費及び一般管理費 111,725 99,159 

営業利益又は営業損失（△） △26,772 131 

営業外収益    

受取利息 22 3 

受取配当金 2 3 

雑収入 0 0 

営業外収益合計 24 7 

営業外費用    

持分法による投資損失 3,651 － 

雑損失 226 0 

営業外費用合計 3,877 0 

経常利益又は経常損失（△） △30,626 138 

特別損失    

事業所移転費用 － 18,821 

特別損失合計 － 18,821 

税金等調整前四半期純損失（△） △30,626 △18,682 

法人税、住民税及び事業税 320 426 

法人税等調整額 － △1,507 

法人税等合計 320 △1,081 

四半期純損失（△） △30,946 △17,601 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △30,946 △17,601 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純損失（△） △30,946 △17,601 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 124 △31 

その他の包括利益合計 124 △31 

四半期包括利益 △30,822 △17,633 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △30,822 △17,633 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い等の適用）

 「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対して

権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企

業会計基準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

 ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従っ

ており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付有償新株予約権を付与した取引に

ついては、従来採用していた会計処理を継続しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
連結財務諸表 
計上額（注）２  

情報 
セキュリティ事業 

人材派遣事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 198,532 － 198,532 － 198,532 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － － 

計 198,532 － 198,532 － 198,532 

セグメント利益又は損失

（△） 
△3,338 △89 △3,427 △23,345 △26,772 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△23,345千円は、各報告セグメントに配分していない全社

費用（主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
連結財務諸表 
計上額（注）２  

情報 
セキュリティ事業 

人材派遣事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 192,905 5,525 198,430 － 198,430 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ 4,944 4,944 △4,944 － 

計 192,905 10,469 203,374 △4,944 198,430 

セグメント利益又は損失

（△） 
21,970 △1,398 20,572 △20,441 131 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△20,441千円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用（主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であり

ます。 

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 従来、当社グループの報告セグメントは「情報セキュリティ事業」以外の重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しておりましたが、前連結会計年度より、「人材派遣事業」の重要性が増したため、

「情報セキュリティ事業」と「人材派遣事業」を報告セグメントとしてセグメント情報を記載することとし

ました。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区

分に基づき作成したものを開示しております。
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